
令和３年度 優良工事施工団体（局長表彰）受賞コメント
優良工事施工団体（局長表彰）
会社名：株式会社 荒木組
工事名：小田川付替柳井原地区外築堤第１工事

受賞コメント
この度、栄えある優良工事施工団体表彰を賜り、

感謝を申し上げます。
本工事は早期完成を目指している小田川合流点付

替え事業関連の工事で、工期が遅れることなく完成
することが重要なことから、施工の効率化を図るた
めＩＣＴの活用や長大法面の被覆護岸工の施工の検
討等、現場と会社と連携して取り組んできたことに
対し、このような形で評価をいただけたのも、発注
者はもとより周辺住民の皆様、そして工事関係者の
皆様のご理解とご協力があったからこそと感謝して
いるところであります。
この受賞を励みとして、建設業の社会的使命を認

識し、一層の技術研さんに努め、地域の信頼と期待
に応えられるよう品質と技術を重んじる企業として、
社会に貢献していきたいと考えておりますので、ご
指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。



令和３年度 優秀建設技術者（局長表彰）受賞コメント

優秀建設技術者（局長表彰）
受賞者：清水 明
会社名：株式会社 荒木組
工事名：小田川付替柳井原地区外築堤第１工事

受賞コメント
この度は、優秀建設技術者表彰を賜り、誠にありがとうございます。これも関係各位のご指導、
ご協力の賜物と心から感謝申し上げます。本工事は、小田川合流点付替え事業として、延長約
400m の築堤と樋門１基を施工いたしました。ICT活用工事として、堤体本体の付属構造物周辺
の複雑な3次元データの作成に取り組み、ICT建機の施工精度と作業の効率化を確認しました。
このすばらしいICT技術を多くの技術者があらゆる場面に導入できればと願っています。今後も、
この受賞を励みとし、「匠魂」のもと、誇りと働きがいのある建設業の魅力を発信し、地域社会
と未来に貢献できればと思います。



令和３年度 優良工事下請企業表彰 受賞コメント

優良工事下請企業表彰
会社名：株式会社 備創建設
工事名：小田川付替柳井原地区外築堤第１工事

受賞コメント
優良工事下請企業表彰を受賞できました事、
大変名誉ある賞を賜りました事はこの上ない
喜びであり、深く感謝申し上げます。西日本
豪雨災害直後の復旧作業から今日まで小田川
関連の工事に携わってまいりましたので、喜
びも一入でございます。今回の栄誉を励みと
し、引き続き現状に満足する事なく、これか
らも社員一同この賞に恥じぬ様日々精進して
まいります。今後も御指導、御鞭撻の程よろ
しくお願い申し上げます。ここに関係者皆様
方へ心より感謝申し上げます。



令和３年度 登録基幹技能者表彰 受賞コメント

登録基幹技能者表彰
受賞者：難波 史憲
会社名：株式会社 備創建設
工事名：小田川付替柳井原地区外築堤第１工事

受賞コメント
この度は登録基幹技能者表彰を受賞させていただきまして、誠にありがとうございます。この
工事では、築堤盛土と法覆護岸工のブロックマットの施工にあたり、複雑な取り合い部を細部ま
で丁寧に施工した事を評価していただき、大変光栄に思います。元請会社、社員、下請協力会社
との一致協力でいただけた名誉な賞だと思っております。これからも品質管理、安全管理にも細
心の注意をはらい、微力ながら日々努力して行く所存です。



本工事で施工
（A2橋台）

↓

本工事で施工
（A１橋台）

↓

令和３年度 安全管理優良請負者（局長表彰）受賞コメント
安全管理優良請負者

会社名：株式会社 ナイカイアーキット
工事名：令和２年度小田川付替柳井原地区橋梁下部その４工事

受賞コメント
この度は、安全管理優良請負者表彰を賜り誠にありがとうございました。
これもひとえに、関係各位のご指導と地域の皆様のご理解、ご協力があっ
てのことと深く感謝申し上げます。想定を超えた豪雨により災害が発生し
ていますが、㈱ナイカイアーキットとして工事を通じて地域社会の安全安
心に少しでも貢献する事ができ、光栄に思います。今後も災害復旧・国土
強靭化事業を含めてお役に立てるよう、より一層精進してまいります。



令和３年度 安全管理優良技術者（局長表彰）受賞コメント

安全管理優良技術者
受賞者：淺野 耕二
会社名：株式会社 ナイカイアーキット
工事名：令和２年度小田川付替柳井原地区橋梁下部その４工事

受賞コメント
この度は安全管理優良技術者表彰を賜り、ご指導・ご協力をいただいた発
注者様並びに関係者の皆様に感謝いたします。本工事は小田川合流点付替え
事業に伴う橋台2基を築造する工事であり、基礎杭の進捗によっては工期も
厳しかったのですが、関係各位のご協力により工期内に無事故・無災害で完
成する事ができました。今後もこの受賞を励みに、弊社安全スローガン「美
しい現場に事故はなし」でより一層安全向上に努めてまいりたいと思います。


